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”私の落語人生” 

 

仙台で生まれましたが、父がボルネオに出兵したため母の実家の塩竈で育

ちました。精米もする比較的大きな米屋で「藤田屋」といえば知る人ぞ知る

店でした。 

何しろ土地が広いのです。裏は小道を挟んで塩竈神社の森。庭には池、小

さな神社もありました。馬も飼っていました。 

夜になると酒盛りが始まり、私も余興で「おいとこ節」など踊らされまし

た。ちょっとした小咄もやって私の落語の原点だったかもしれません。 

本格的に落語を始めたのは東北大学の落研に入ってから。 

噺家さんとの付き合いもでき、文楽、志ん生、円生、小さんなどの大師匠。

談志、志ん朝、円楽さんなどの若手真打ちと仲良くなりました。 

特に八代目桂文楽師匠に可愛がられ、4 年生で「遊楽」の名前を頂き、襲

名披露までさせていただきました。落語会への出演や慰問活動に加えて、子

供達の落語教室も開始（現在はコロナの関係で休止中）、口慣らしと練習だ

けは続けています。心から笑える日が 1 日も早く来ることを祈る毎日です。 

 

 

 

 

 

 

 

近況、嬉しかったこと、私の十八番、おめでたいこと、残念だったこと、・・・何でも 


